
 

  

 

 

 

 

 

 

 

〇 生徒会役員選挙を実施しました！   

１１月２７日(木)に、生徒会

役員選挙を実施しました。1・

2 年生から、7 名が立候補し、

立会演説会を実施、その後、投

票（選挙）を行いました。 

7 名の演説は、たいへん力強

く、真城中をもっとよくした

い！という思いがあふれるもの

でした。聴いている生徒たち

も、真剣に候補者を見ていた姿

が印象的です。 

学校は、生徒一人一人の力で

つくりあげていくものです。生

徒が、主体的に生徒会活動に関

わることで、学校を自分たちの

力でよい方向に進めてほしいと

願っています。そういった意味

では、今回の生徒会選挙で、

「真城中学校をこんな学校にしたい！」という思いを、みん

なで共有できたことが一番の収穫です。 

また、投票に際しては、諫早市の選挙管理委員会よりお借

りした、本物の記載台と投票箱、さらには、選挙管理委員

の腕章が使われました。選挙は、中学生にとっても遠い未来

の話ではありません。「選挙」に対して、意識を高める意味

も込めて、「本物」を使用しています。一人一人が真剣に投

票することができたと感じます。 

この選挙の結果を受けて、今後は各専門部の委員長を決定

して、新生徒会の全容が見えてきます。新生徒会のこれから

の活躍に期待したいと思います。 

学校教育目標 
〇 広い心と公正な判断力のある、情操豊かな生徒を育成する。（徳育） 
〇 自ら求めて学び、豊かな知性を備え、創造力に富む生徒を育成する。（知育） 

〇 健康でたくましく、忍耐力に富む生徒を育成する。（体育） 
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〇 性教育講演会を実施しました【２年生】  

２８日（金）に、2 年生を対象に「性教育講演会」を実施

しました。市内にある、立石産婦人科の小無田先生を、講師

としてお招きしました。 

今、生徒たちは、

心と身体が大きく変

化する時期に差し掛かっています。また、現代社会は情報が

非常に多く、何が真実で、そうでないのかの判断が難しくな

っています。一説には、現代人が 1 日に受け取る情報の量

は、江戸時代の人の 1 年分、平安時代の人の一生分、と言

われています。その中で、情報の真偽（正しいのか、誤って

いるのか）を確認することは、非常に困難です。性に関する

情報も同様です。性は「生命」にもつながることなので、正

しい知識・情報を知ることは大切です。そこで、性に関する

専門家である、小無田先生をお招きして、今回の講演会を開

催しました。生徒たちも、小無田先生の話に真剣に耳を傾け

ていました。私たち教師も、また、保護者の方も、どのよう

にして子どもたちに伝えるのか、戸惑うこともあるのも事実

です。小無田先生のような専門家による講演は、子どもたち

に、正確な知識をストレートに届けることができるので、た

いへん効果的だと考えています。 

また、小無田先生にお話を伺うと、市内の全中学校で、多

くの生徒たちに話をして、正しい性の知識をもってほしい、

と力強く言われていました。来年も、ぜひ、講演をお願いし

たいと思います。 

以下に、2 名の生徒の感想を紹介します。 

 

今回の性教育講話をきいて、命の大切さを改めて感

じました。思春期の私たちは、こういう話をあまり真

剣にきこうとはしていなかったけど、小無田先生がと

ても熱心に話をしてくださって、とても頭に入りまし

た。今の私たちは、体も心も一番成長するときなの

で、きいた話を思い出して冷静に生きていこうと思い

ました。そして、だれにも迷惑をかけず、性的トラブ

ルにてまきこまれないよう、「NO」といえるように

心がけていこうと思いました。この度は本当にありが

とうございました。 

 

まだ、中二であまり実感できていない部分はあるけ

ど、中絶手術や生まれる確率のお話を聞いて、自分の

行動によって一つの命を殺してしまう、そんなことが

絶対ないように、性の知識を知り、疑問に思ったこと

に知らないままではなく、調べたり、聞いたりするこ

と、そして自分の行動も、もしものことを考えて責任

を持つ、ということが大切だと思いました。なので、

こういう性のことに対し、自分の中で、自分のため、

相手のため、命のために、正しい知識しっかりと持

ち、ルールやマナーを決める・守る、といったことを

今からでも始め、将来、楽しく生きていけるようにし

たいです。 



今日の給食（１２月１日）  

 今日（１日）の給食は、沢煮椀、サバのソースかけ、昆

布の炒め煮、でした。 

 給食の定番メニューで、食べていてホッとさせれました。

特に、沢煮椀は、優しい味付けで、日本の出汁のよさをしみ

じみと感じました。給食でしか出せない味のように思いま

す。サバのソースかけも、揚げたサバにソースがしっかり絡

み、肉厚のサバとご飯の相性も抜群でした。このメニューも

かなり昔から食べているにも関わらず、飽きることのない不

思議な魅力を持ったメニューだと思います。 

給食ならではの、定番メニューの底力を改めて感じるこ

とができました。 

おまけ・後日談 

前回の学校だよりで、「大根サ

ラダの中にハート💛形にカットさ

れた大根が入っていた。」ことを

紹介しました。給食センターの方

とお話をする機会があったので、

思い切ってこのことを質問してみ

ました。すると、以前から、時々、行われていたそうです。

しかし、最近、この企画をしていなかったので、急遽、ハー

ト型にカットしたそうです。今回はかなり枚数が少なかった

ので、相当な「レア大根」だったようです。これから、大根

等のカットした野菜のメニューのときは、ついつい💛が入

っていないか、探してしまいそうです。 


